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腎臓の痛みと歯茎の炎症を手放し、荒れ果てた心象
風景を浄化した 50代女性のケースについて発表させ
ていただきます。 
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農業を営むこの方は、忙しい生活が続いたことをき
っかけに、腎臓が痛くなり、膀胱炎を繰り返し、腎
盂炎に至って、高熱と痛みで寝込んでしまいました。 

 
それ以来、腎臓の痛みが続いています。 
また歯茎の腫れと痛みがあり、砂糖で悪化します。 
 

キャパオーバーになるとパニックなり、突然切れて
コントロールできなくなることも、大きな悩みでし
た。 
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開拓農家で生まれ育ったこの方は、一緒に住んでいた祖母か

ら「女はこうあるべき」という厳しい価値観で育てられまし

た。大人になってご自分で新規就農してからも、身についた

この価値観で、夫の身の回りを先々整えることがいつもの生

活になっていて、それが空回りすると夫を憎み、夫を憎む自

分を責めて、心の中をナイフを持って暴れまわり、血の海に

なって疲れ果てて寝込んでしまう…これを繰り返してきま

した。この心象風景を誰にも見られないように心の奥を隠し

て生きてきました。 

 

健康相談の場で、クライアントが身体の症状を訴えることは

割とすんなりいくことですが、心の中の誰にも見られたくな

い部分を広げることには抵抗があるものです…でもこの心

の中を解決しないと身体の症状が解決しないのも事実です。

クライアントは安全に心を開ける場所を求めています。 

 

このケースでも深く傷ついた心象風景を浄化する、こころの

たびが続きました。そこに寄り添ったくれたのが、Zenホメ

オパシーの植物たちでした。植物の生命力が、魂と心と身体

をひとつながりに整え、霊性向上へと導いた様子をお伝えし

たいと思います。 
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腎臓の痛みと歯茎の症状について 
The Bonninghausen Repertory を使ってレメディー
をお選びしました。 
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サポートΦJin は腎臓の痛みに対して選択していま
す。 
 
「夫にいやな顔をされるのが怖くて、言いたいこと

を言えない、人から良く見られたくて、自分の魂に、
ごてごてと取り繕ったものを貼り付けてしまって、
それを剝がそうとしたら、本当の皮も剥けて傷だら
けになってしまった…その傷を愛の泉に浸して癒し

たい」と切に訴えておられました。 
この傷を癒すためにカレンデュラのマザーチンクチ
ャーをお選びしました。 
 

フキのジェモエッセンスは、「大事にしてもらいたい
気持ちを上手に表現できるように」サポートしてく
れるエッセンスとして、カレンデュラのチンクチャ
ーに一緒に入れて使うことをおすすめしました。 
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 とり始めて、右の腎臓部分の痛みがピークに達しま
した。 

 
 その間、夫に「嫌われたくない」と言うことが出来、

以前のように夫の顔色を伺わなくなりました。 
 
 とり終える頃には、まったく腎臓の痛みがなくなり、
膀胱炎の症状も、腎盂炎の不安もなくなりました。 

 
 パニックになって突然キレることもなくなりまし
た。 

 

 歯茎の出血と膿をともなう炎症は改善しましたが、
痛みはまだ残っている状態です。 
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歯茎の状態に引き続き、レメディーをお選びしまし

た。 
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 ハマナスのマザーチンクチャーは、血液循環を良く

し排泄を促す働きがあるため、紫色になっている歯
茎の血行不良に対応するものとして選択しました。 

 
 霊的な見解として、黄色の花を咲かせるハマメリ

スは、「人生に希望をもたらし、魂がもって生まれ
た役割をより確実に形にしていけようサポートす
る」チンクチャーです。祖母から与えられた強い
この世的価値観を手放せずに苦しんでいるところ

に、お選びしました。  
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 サポート脾臓に含まれるルータは、相手に心を閉ざ
す対人恐怖の人をサポートするマザーチンクチャ

ーです。 
 
 スーヤは腎臓をサポートするとともに、魂心体のバ
ランスを整えるはたらきがあります。 

 
 また、バレリアナは、神経の緊張を緩和するととも

に、気分が変わりやすいところをサポートする霊的
な見解を持っているマザーチンクチャーです。 

 
 サポート脾臓に含まれる、大山寺の水のレメディー

（Daisen-w.）は、自己卑下が強く引きこもっている人を

サポートするレメディーです。 

  

 出雲大社の水のレメディー（Izumo-w.）は、失いたくない

思いが強い人を癒すはたらきがあり、 

 

 また、真名井神社の水のレメディー（Manai-w.）は、不満

が自分に向かって責めている人の霊性を修正するはたらき

があることから、 

  

 自分の内面を人に見られたくないがために引きこもり、夫

に嫌われたくないがために自分を押し殺して、その不満が

自分を攻撃している、このクライアントさんの状態と重な

ります。 
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 腎臓の痛みについてはその後も問題なく経過しました。 

 歯茎の炎症は続いています。 

 インナーチャイルドを癒すなかで、愛されている安心感が

欲しい、それは「母親からの愛だ」ということに気付きま

した。「日々、感情が動き、しんどくて死にたくなります。

こう言う時に歯を食いしばっているんだと気付きました。」

と、恐怖の感情が浮上してにおびえ切ったこの方に、「イ

メージの中で、自分だけの安全なシェルターを作って、そ

こでエネルギーチャージしてくださいね」と、繰り返し途

中相談が続きました。 

 

 母親に愛されたい思いが「もういないよね」と納得でき、

同時に歯茎の炎症が改善しました。 

 

 適応レメディーをとり終え、「イメージの中で、心から安

心出来る居場所が出来てから、目に見えないエネルギーに、

毎日癒されています。あともう少しで、ほんとうの私と出

会える。そんな気がします」と経過のご報告をいただきま

した。 

 

 主訴の腎臓の痛み、歯茎の炎症が改善し、インナーチャイ

ルド癒しも落ち着いて、ここで健康相談が終了しました。 
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 …のように思われましたが、その一年後、歯茎の
炎症と荒れ果てた心象風景を抱えて戻ってこられ
ました。 

 

 ハマメリスのマザーチンクチャーが、無意識レベ
ルで、より本来の姿で生きる方向へと、この方を
導いていたのかもしれません。 

 

 霊性が高次へと向かうほど、魂心体の不調和が表
面化して、その修復を求めるかのように身体に不
調が生じているようにみえました。 
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右下奥の歯茎の腫れが重症化し、砂糖を食べると腫
れあがり、ズキンと痛んで咀嚼できない、ホームキ
ットから Bell.をとると好転する、腫れが引かず、右
の首から肩甲骨、背中へと痛む。扁桃がコリコリ硬

く痛む状態について、レメディーを選択しました。 
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 サポートカリエスには、Asaf.や Sabin.など、歯茎
の状態に必要なレメディーが含まれています。 

 また、「他者に自分を強く見せたい」という霊的な
見解をもつタラクシカムのマザーチンクチャーも

含まれています。 
 
  イタドリの Gemエッセンスは、身体の恒常機能の過
不足を調整するはたらきがあります。 

 
  北海道には、アイヌ語でイタドリが群生するところ
を意味する虎杖浜の沼地があり、傷を負った野生動
物が傷を癒しに集まるといわれています。深く斬り

つけた心を癒すはたらきもあるとみて、お選びしま
した。 
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15ページ（植物画像）  

     

 適応レメディーを
とり始めて、2歳の
時に、熱湯の入った
バケツに落っこち

て全身火傷をおっ
て入院したことを
思い出しました。 

 

  

  「私がこの地球上に安心できる所がなかったのは、
その時の恐怖と、誰も私を守ってくれる人がいなか
った経験からきている…」と、話して下さました。 

   

 「常に先回りして嫌な役をかってでれば全てが丸く
収まる、そんな自分の思考回路を辞めたい。自分の
キャパを越えて、それが恨み辛みとなって積み重な

ってしまう… こんな醜い自分を受け入れる事が
出来ない。 

 

 心の中で、ピーターパンの海賊が持ってるような大

きなナイフを持ち、暴れながら心を何度も何度も血
まみれになりなから、気が済むまで切り続けて、放

心状態になる。こんな事を何度も繰り返してきた。
それでも憎しみにまみれた自分は居なくならなか
った。 

 

 消えてしまいたい。死んでしまいたい。死んでしま
ったらどんなに楽か。怒ると言う感情も、泣くと言
う感情もなくなり、ただここから居なくなりたい。
誰かに「大変な人生だったね」と言ってもらいたい。 

  

 産まれてこれまで、愛という安心感が無かったと気
付いたとき、物凄い涙が流れた。愛に満ちた涙だっ
た。ホントに良くここまで生きてきたなぁと心の底

から自分の事を褒めてあげられた。孤独との戦いだ
った。 

 

 もう戦うのはやめよう。今まで自分を押し殺し、存

在自体を否定し続け、傷付けてきたから、今この大
きな愛を知れたんだと思う。私自身を生きる。やっ
ぱり私はそこに向かって生きたい。 
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適応レメディーをとり終えて、「体が軽くなってよう
やく、毎日を自分の為に生きている実感が、少しず

つ湧いてくるようになり、ワクワクする自分が増え
ました。本当にこんな毎日が送れるなんて嬉しい。
歯茎の炎症部分には、毎日さすって「ほったらかし
てごめんね」と言っています。愛情が心の底から通

っているのを感じています。」とのご報告でした。 

  

16ページ（まとめとして） 

 
心象風景を必死で浄化し続けたこの方の苦しみは尋常では

ありません。 
 

「辛すぎる、消えてしまいたい…」と一日に何度もメールや

電話が続きました。魂が肉体に留まり、人生を遂行するため

には、植物の癒しの力が必要でした。 

 

どんな環境下に生えようとフィトケミカルをまとって命を

全うする植物の生命力が、マザーチンクチャーやジェモエッ

センスの形で、この方の生命エネルギーの停滞に息吹を与え、

インナーチャイルドを癒し、その尊い魂の器に見合った健康

な身体を取り戻し、深い愛を知る霊性向上へと導いたと考察

します。 

 

魂の本来向かうところへ真に生きようとするとき、その歩み

を伴走してくれる植物が在ります。その植物を見つけてそっ

と届けることも、ZENホメオパスの大事な役目であることに

気付かせていただいたケースでした。 

 

生きることをあきらめなかったこの方の、これからの人生に

植物たちの沢山の祝福がありますように。 
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